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１. はじめに
１.１ 研究目標
本研究「Ajax による日本現存朝鮮古書印影写真画像データベース検索ツールの研究」の目標は，
分担者である元富山大学人文学部教授で現麗澤大学大学院言語教育研究科・教授の藤本幸夫が 30
年数年にわたって調査収集してきた日本現存朝鮮古書に関する書誌情報に関連して，撮影した原
文画像・絵画上の著者印および蔵書印の印影画像と原文写真画像をディジタル化して，この印影
画像を含む古文書の写真画像を検索し，検索結果の画像を表示するために，Google Maps 等で使
用されている非同期型 Java Script 技術と XML（eXtensible Markup Language：拡張マークア
ップ言語＝利用者が自由にタグを定義でき，文書中の文字列に意味付けができる言語構造を持っ
ているタグ言語で，メタ・データの定義に使用される．）技術を組み合わせた Ajax（「エイジャッ
クス」と発音する．Asynchronous JavaScript + XML）技術を使用して，古文書画像を前後，左
右に自在に移動させながら，かつ拡大・縮小を自在に行うことができる，究極の画像データベー
ス検索ツールを研究し，実際にそのツールを開発するすることである．
また，Ajax 技術を用いた Unicode 漢字入力支援ツールと検索語類推入力支援ツールを開発し
て，DOKB データベース・システムのデータ追加・更新と検索の利便性を高めることを目標とし
ている．
Web 上において CJK（Chinese Japanese Korean）用の IME(Input Method Editor)を実現さ
せる技術も持ち合わせているので，印影画像のメタ・データベース（タイトルや著者などデータ
の内容に関する情報等をいう）を検索する場合，特定の国の IME が無くても，CJK 共通のロー
マ字入力，漢字変換が可能となる．この IME ツールと検索語推測入力支援ツール，Unicode 漢
字入力支援ツールを合わせて研究・開発し，現行の DOKB データベース・システムに組み込む
ことができれば，世界の古文書データベースの標準化を進めることが可能となる．
１.２ 研究組織
研究代表者 ： 高 井 正 三 （富山大学総合情報処理センター・教授）
研究分担者 ： 藤 本 幸 夫 （元富山大学人文学部・教授，
現麗澤大学大学院言語教育研究科・教授）
（研究協力者 ： 喜 多 啓 太 富山大学大学院理工学教育部知能情報工学専攻(M2) 
（研究協力者 ： 米 田 恭 章 富山大学大学院理工学教育部知能情報工学専攻(M2) 
 
１.３ 交付決定額
交付決定額（配分額） （金額単位：千円）
区 分 直 接 経 費 間 接 経 費 合 計
平成１8 年度 900 0 900
平成１9 年度 900 270 1,170
総 計 1,800 270 2,070
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１.４ 研究発表
学会誌等
（論文１）
・高井正三，喜多啓太，米田恭章，Java フレームワークによる古文書データベース・システムの
開発，学術情報処理研究，Vol.10，65-70，2006．
（論文２）
・高井正三，喜多啓太，米田恭章，Ajax 技法による日本現存朝鮮古書 DB 入力支援と画像 DB シ
ステムの開発，富山大学総合情報基盤センター広報，Vol.5，55-62，2008 
 
１.５ 口頭発表
・高井正三，喜多啓太，米田恭章，Java フレームワークによる古文書データベース・システムの
開発，第 10 回学術情報処理研究集会，2006.09.21，岩手大学工学部．
・喜多啓太，米田恭章，高井正三，Ajax による古文書画像閲覧システムの一提案，平成 18 年度
電気関係学会北陸支部連合大会，講演論文集 E-81，2006.09.17，金沢工業大学．
・米田恭章，喜多啓太，高井正三，Ajax による古文書向け文字検索支援ツールの一提案，平成
18 年度電気関係学会北陸支部連合大会，講演論文集 E-82，2006.09.17，金沢工業大学．
・高井正三，喜多啓太，米田恭章，Ajax による古文書データベース検索語類推支援ツールの一提
案，平成 18 年度電気関係学会北陸支部連合大会，講演論文集 E-83，2006.09.17，金沢工業大学．
１.６ 研究成果による工業所有権の出願・取得状況
特になし
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２. 研究目的と各年度の研究目標，研究計画及び成果
２.１ 研究目的
（１）研究の概要
日本現存朝鮮古書に関する書誌情報は，分担者である元富山大学人文学部教授で現麗澤大学大
学院言語教育研究科・教授の藤本幸夫が 30 数年にわたって調査収集したものであり，28 項目に
及ぶデータが既に 15,000 件以上，調査票に蓄積され，毎年数 100 件以上の新しいデータが追加
されてきている．本研究の目的は，既にデータベース化された集部約 2,600 件のデータに，新規
調査データを追加し，国際対応システムとして，Unicode 化，Java 化を実現し，Web 上でこの
DOKB(Database of Old Korean Books)データベースの検索サービスするため，システムの改訂
作業，データベースへのデータの追加・更新のための Unicode 漢字入力支援ツール，IME ツー
ル，検索語類推支援ツールの開発を進めてきているところである[1]．
この DOKB 開発作業と並行して，分担者の藤本幸夫が書誌情報をと共に撮影してきた原文画
像フィルム約 600 本(約 22,000 枚)と写真 3,204 枚，絵画 1,306 枚及び文書 33 枚の画像を基に，
日本現存する朝鮮古書の原文写真画像，フィルム画像の入力を進めてきており，収集されている
写真画像の全部とフィルム画像をディジタル画像として TIFF 形式で入力し，そこから原文画像
部分を切り出した画像を PNG 形式で保存し，さらに原文画像についてのメタ・データを同時に
収録するすることとした．
本研究の課題の一つは，原文画像のデータベースを現行の DOKB と関連付けることであり，
この原文画像とそのメタ・データによる「日本現存朝鮮古書原文画像データベース」の研究開発
をすすめることにし，Ajax 技法による画像データベース検索システムの開発することにした．
Ajax 技術は，Google Maps 等で使用されている非同期型 Java Script 技術と XML（eXtensible 
Markup Language：拡張マークアップ言語＝利用者が自由にタグを定義でき，文書中の文字列
に意味付けができる言語構造を持っているタグ言語で，メタ・データの定義に使用される．）を組
み合わせた技術で，Ajax は「エイジャックス」と発音する[2] [3]．通常は Asynchronous JavaScript 
+ XML と略されている．この Ajax 技術を使用して，検索した古文書画像を前後，左右に自在に
移動させながら，かつ拡大・縮小を自在に行って，表示することができれば，究極の古書原文画
像データベース検索ツールとなると確信する．この「究極の古書原文画像データベース検索ツー
ル」を研究し，実際にそのツールを開発するのが，本研究の最大の目的である。
また，本研究の課題の２つ目は，朝鮮古刊本の蔵書印や絵画の著者印の印影画像の切り出しを
行って，印影画像のデータベースを作成し，Ajax 技法による検索結果の表示を行うことである．
当初，刻手の版心部の印（しるし）と著者印影画像を同一視していたため，本研究課題を「……
古書印影写真画像データベース検索ツールの研究」としていたが，刻手には印影はなく，絵画な
どの著者印及び古書（古文書）所有者の蔵書印の印影のみを対象とすべきであった．このため，
刻手については，分担者の藤本が書誌情報とともに収集してきた刻手名データのマスターをデー
タベース化し，現行の DOKB と連動させることとし，印影画像の切り出しとデータベース化は，
印影の切り出しの問題点を解決してから実施することとした．
更に，Ajax 技術をもちいた Unicode 漢字入力支援ツールを開発し，漢字の偏や旁を指定して，
全体の画数から該当する Unicode 漢字を表示して，簡単に選択入力するツールを開発するととも
に，現行 DOKB 検索システムへの実装を試みた．
Ajax 技術を用いた最近の画期的なサービスは Google Suggest 等に見られる検索語類推支援で
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あり，このサービスにヒントを得て，DOKB の書名や撰者名の検索語が有限であり，DB のマス
ター・データからすべてのキーワードを抽出して DB 化すれば，古書書誌情報検索においても検
索語類推支援ツール開発の可能性が充分あり，利用者が検索語の一文字をインクレメンタルに入
力する度に，キーワードを類推表示すれば，無駄な検索語の入力を排除し，検索語入力の効率化
と正確さを支援できる．ローマ字入力ならば Unicode 漢字入力の国際化に対応できるので，この
検索語類推支援ツールの開発を第 4 番目の課題とすることにした．
Ajax 技術はまた，Web 上において CJK（Chinese Japanese Korean）用の IME(Input Method 
Editor)を実現させる技術も持ち合わせているので，現行 DOKB 検索システムや印影画像のメ
タ・データベース（タイトルや著者などデータの内容に関する情報等をいう）を検索する場合，
特定の国の IME が無くても，CJK 共通のローマ字入力，漢字変換が可能となる．汎用 IME ツー
ルは，前述の検索語類推支援ツールと合わせて研究・開発して行くこととした．
本研究により，日本が世界に誇ることのできる Web 型 DOKB データベースを提供することが
でき，公開を待ち望む世界の朝鮮及び朝鮮本研究者に対し，研究能率の向上に貢献できるように
なるのもと確信している．
（２）研究経過
筆者らは，平成６年度から，分担者の藤本氏が調査・収集した日本現存朝鮮古書の書誌情報を
整理して，パーソナル・コンピューターのエディタを使用して，調査項目にタグを付け，常用漢
字を使用しながらデータの入力を開始した．平成１７年まで入力した書誌情報は集部の約 3,000
件に達した．
これらの書誌情報は国際対応化を目指した DOKB とするため，Unicode に変換して，最終的
に約 2,600 件のデータを 2006 年 12 月 4 日に Unicode 版 DOKB として公開した．
なお，分担者の藤本氏は平成 17 年度に科学研究費の「研究成果公開促進経費」の予算がつい
たので，更に 400 件弱の書誌情報を追加して，平成 18(2006)年 2 月 28 日に，「日本現存研究古
刊本研究 集部」を京都大学学術出版会から刊行し，集部 3,000 件の書誌情報・所蔵情報を納め
た．だだし，このデータにより，現行の DOKB と「日本現存研究古刊本研究 集部」に添付さ
れている CD データの台帳と整合性がとれなくなったので，CD データ台帳の Shift-JIS を改めて
Unicode 化する作業を開始せざるを得なくなった．
本研究では，従って，１）Ajax 技法による日本現存朝鮮古書原文画像のデータベース検索シス
テムの開発，２）Ajax 技法による Unicode 漢字入力支援ツールの開発と，集部 3,000 件の書誌
情報・所蔵情報の Unicode 化作業，３）Ajax 技法による検索語類推支援ツール，Unicode の CJK
用 IME ツールの開発，４）Ajax 技法による朝鮮古刊本印影画像のデータベースの開発，５）藤
本氏は収集した刻手のデータベース開発，の 5 つを目標として研究を進めることとした．最終的
には，印影画像と古文書の写真画像，刻手のデータを現行 DOKB データベース検索システムに
組み込めるようＤＢシステムを再編成し，Ajax による画像データベース検索ツールを研究開発す
ることが目的である．
（３）研究の学術的な特徴
本研究の特色は，かつて日本が朝鮮から収集してきた数多くの朝鮮古書の種類とその内容を収
録した書誌情報，所蔵情報など，貴重な調査データを収録したデータベースを世界の研究者に公
開するための，一連の研究であり，国内外に例を見ない調査・研究の成果を提供する．
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公開を待ち望む韓国をはじめ，全世界の朝鮮及び朝鮮本の研究者に，印影画像と古書原文画像
データ，さらには刻手のデータを追加すれば，古文書の発掘とその書物の同定が極めて簡単にな
り，古文書データベースでは不可欠のものとなる．
平成 18 年 2 月 28 日に刊行した「日本現存研究古刊本研究 集部」の冊子体目録だけでは，古
文書データベースによる新しい古文書の発掘が難しく，印影画像及び古書原文画像，刻手などの
日本現存朝鮮古書の画像データベース，刻手のデータベースが活用されることによって，世界に
居ながら古文書の発掘，同定及び内容に関する研究ができるようになるものと確信する．
（４）独創的な点
Ajax 技術が Web ブラウザの画面遷移を伴わず，自由自在に画像移動，回転，縮小拡大ができ
ることを証明し，隣接する画像エリアはインターネットを通じて，利用者が右側を見たければ，
その操作を予測して，非同期に画像データを取りに行き(Fetch)，現在の表示されている画像と境
界を合わせながら，次の操作を連続的に実施できるようになった．この Ajax 技法を筆者らが構
築している DOKB の拡張機能として提供していこうとするものである．
CJK 漢字の入力についても，Google Suggest の様に，検索語を入力していくと，１字毎に検
索語を推測していく機能，即ち検索語の候補を表示していく機能を盛り込んだ CJK 用 IME を開
発すれば，専門以外の人でも，これらの学術情報データベースに簡単にアクセスできるようにな
る． 
Ajax 技術は，枯れた技法だと言われるが，その応用範囲は実に広く，筆者らは画期的なデータ
ベース検索ツールの時代に突入することを確信している．
（５）予想される結果と意義
本研究は，Java をベースにして開発され，Unicode を使用した国際対応の日本現存朝鮮古書の
書誌及び画像，刻手データベースであるが，Ajax 技法を用いた画像検索ツールと Unicode を用
いた国際対応の古文書データベース一般に，画期的な変革をもたらし，これからの古文書データ
ベースの汎用的なスタイルになると予想される．非同期型先読みで，画面遷移のない画像検索技
術としては，今後標準化される技法と考えられる．
（６）国内外の位置付け
CJK 用に，中国に対しては Pinyin 方式，韓国に対しては McCune Reischauer 方式，日本で
は Hepburn 方式のローマ字入力により，CJK-Xterm エミュレータのように，１字入力毎に検索
語を推測していく機能を有しているので，各国語専用の IME（Input Method Editor:入力方式編
集プログラム＝かな漢字変換などの事前処理プログラム）が不要で，Unicode 漢字が入力でき，
かつ，画像検索の操作性は Google Maps と同じようになっているので，データベースの内容が国
際性を持てば，このデータベース検索ツールの可能性は，漢籍古文書に限定されることがなくな
る． 
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２.２ 研究計画・方法
２.２.１ 研究の目標
本研究の目標は，日本現存朝鮮古書の印影画像と古書原文写真画像，刻手のデータをデータベ
ースに組み込込めるよう DB システムを再編成し，Ajax 技法による画像データベース検索システ
ム，刻手データベース検索システム，印影画像データベース検索システムを，２年間で研究開発
することである．
また，Ajax 技法による Unicode 漢字入力支援ツール，検索語類推支援ツール，CJK 用 IME
ツールなどの入力支援ツールを，データベース検索システムの開発と合わせて，研究開発するこ
とである．
２.２.２ 研究計画・方法
この目標を達成するため，以下の実施手順にて研究を進める．
（１）刻手データの整備，印影画像と古文書の写真画像の入力，メタ・データの整備
（２）Ajax(Asynchronous JavaScript + XML)技法の研究
（３）Ajax 技法による画像データベース検索システムの開発・構築・テスト
（４）日本現存朝鮮古書データベース DOKB への画像データ追加による DB の再編成
（５）Ajax 技法による Unicode 漢字入力支援ツールの開発と実装
（６）集部 3,000 件の Shift-JIS マスター・データの Unicode への変換作業
（７）Ajax による検索語類推支援ツール，CJK 用 IME ツールの研究，開発
（８）画像データベース，刻手データベースと検索ツール，検索語推測システムの統合・テスト
（９）インターネット上に画像データベース・システムを公開テスト
（10）国内，海外の研究者・利用者による検索システムのレビュー
（11）学会，研究会にて成果を発表，正式公開，報告書作成
Web プラット・フォーム上で検索するシステムとしては既にいくつかの開発を試み，旧字体漢
字と朝鮮固有外字を Unicode 化し，サービスしている現行 DOKB システムの他，開発対象とし
ては，朝鮮古書原文画像データベース検索システム，刻手データベース検索システム，日本現存
朝鮮古書印影画像データベース検索システムがある．また，各種検索支援ツールとしては，Ajax
技法による Unicode 漢字入力支援ツール，Ajax による検索語類推支援ツール，CJK 用 IME ツー
ルの研究・開発を進める．
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２.３ 平成１８年度の研究計画と方法
平成１８年度は，上記目標達成手順の（１）～（７）を，以下の通り具体的に研究を進める．
２.３.１ 研究計画と方法
（１）刻手データの整備，印影画像と古文書の写真画像の入力，メタ・データの整備
１）刻手データは，分担者の藤本が平成 17・18 年度の科研費補助金で構築・整備し，高井が索
引を作成した「朝鮮朝刊本刻手名集（第二版）」平成 19 年刊行予定のマスター・データを整備す
る． 
２）印影画像と古文書の写真画像のディジタル化は，スキャナーから画像を 1200dpi（１インチ
当たり 1,200 ドットの解像度）以上の解像度で読み込み，TIFF（Tagged Image File Format）
形式で一旦保存し，原文部分を切り出して，JPEG(Joint Photograph Experts Group)形式また
は画像データ形式の可逆圧縮性を保証している次世代画像書式である PNG(Portable Network 
Graphic)形式ファイルとして保存し，更に，メタ・データを付与する．
３）Ajax 技法による画像 DB 検索システムの試作品に対応する解像度を決める．
４）既に入力されている画像データの解像度と書式を統一する．
５）解像度の低いデータはスキャンし直す． 
６）メタ・データの再確認をする．
７）印影画像は，１文献につきすべての押印された印影を入力する．
８）古文書写真データは１文献につき１枚以上，重要な部分は無制限とする．
（２）Ajax(Asynchronous JavaScript + XML)技法の研究
１）Ajax, XML，JavaScript に関する知識を吸収し，技法を習得する．
２）Ajax 技法を使用している Google Maps，Google Earth などのシステムを分析し，その構造
を解析する．
３）Ajax 技法による検索語類推システムを分析し，その構造を解析する．
４）Ajax を使った，簡単な図形，写真検索システムを試作する．
５）Ajax を使った，簡単な朝鮮古書データベース用の検索語類推システムを試作する．
（３）Ajax 技法による画像データベース検索システムの開発・構築・テスト
１）Ajax 技法による画像検索システムの要件定義ツールの設計
２）Ajax 技法による画像検索ツールの設計
・機能分割とモジュール設計
・クラス，メソッドの設計
・フレームワーク分析，設計
・クラス・ライブラリの活用設計
３）非同期型 JavaScript, XML による画像検索ツールの開発
・モジュールのコード開発
・モジュール毎の単体テスト
４）JavaScript, XML のコード開発
５）画像検索ツールのテスト
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（４）日本現存朝鮮古書データベース DOKB への画像データ追加による DB の再編成
１）既存 DOKB データのアンロード
２）データベース再編成のためのテーブル定義
３）既存データのロード
４）画像データ，メタ・データによるデータベースの更新
５）対話型データベースの検索テスト
（５）Ajax 技法による Unicode 漢字入力支援ツールの開発と実装
１）書誌情報検索入力画面の再設計・改良
２）Ajax による Unicode 漢字入力支援ツールの分析
３）Ajax による Unicode 漢字入力支援ツールの設計
４）Unicode ストローク・データの準備とデータベースの作成
５）Unicode 表示用フォントの整備
６）Unicode 文字入力支援ツールのコード開発・テスト
７）現行 DOKB システムへの実装
（６）集部 3,000 件の Shift-JIS マスター・データの Unicode への変換作業
１）データの準備
２）下駄文字「〓」の Unicode への対応の確認資料の準備
３）Unicode テキスト・エディタ「秀丸」の準備
４）下駄文字「〓」の Unicode へ変換作業
５）変換記録の記帳
（７）Ajax による検索語類推支援ツール，CJK 用 IME ツールの研究，開発
１）書誌情報検索入力検索語類推画面の改訂
２）Ajax による検索語類推支援ツールの分析
３）Ajax による検索語類推支援ツールの設計
４）試作品の作成・テスト
５）検索語データの調査，マスターからの切り出し準備
６）検索語の抽出，XML データベースの作成
７）現行 DOKB システムへの実装
２.３.２ 経費と研究計画の関連性
（１）謝金
１）印影，古文書写真画像の入力，メタ・データの付与する人の雇用経費．
２）Ajax 技法を使用している Google Maps，Google Earth などのシステムを分析し，その構造
を解析する補助者の雇用経費．
３）Ajax 技法による検索語類推システムを分析し，その構造を解析する補助者の雇用経費．
４）検索語調査とそれを収集する人の雇用経費．
５）非同期型 JavaScript, XML による画像検索ツールの開発補助者の雇用経費．
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・JavaScript, XML の各コード開発
・HTML, SQL，Java のコード開発
・情報検索画面の作成
（２）外国旅費
１）画像データベースを研究，開発，サービスしている海外の研究者，会社を周り，システム開
発の要件と技法を調査し，システム構築設計に関するレビューを受ける．
２）研究の成果を国際会議で発表する．
（３）国内旅費
１）画像データベースを研究，開発，サービスしている国内の研究者，会社を周り，システム開
発の要件と技法を調査し，システム構築設計に関するレビューを受ける．
２）研究・開発の成果を学会，研究会で発表する．
（４）その他の経費
１）国際会議や学会の参加登録費．
（５）消耗品
１）データベースのデータ・バックアップ用保存ファイルの媒体購入費．
２.３.３ 分担者
藤本幸夫氏には，既入力画像データとメタ・データの提供を受け，画像検索システム全体のユ
ーザ・インターフェースを検討してもらい，種々の提言をお願いする．
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２.４ 平成１８年度の成果
（１）刻手データの整備，印影画像と古文書の写真画像の入力，メタ・データの整備
・刻手データについては，研究分担者の藤本が平成 17・18 年度の科研費補助金で構築・整備し，
高井が索引を作成した「朝鮮朝刊本刻手名集（第二版）」平成 19 年刊行予定のマスター・データ
1,356 件，約 3.3MB の文字コードを Shift-JIS から Unicode に変換し，DB 化する準備をした．
・印影画像と古文書の写真画像の入力については，当初の入力方法に従い，古文書の写真画像は
4,561 枚を，フィルム画像は 11,135 枚を入力し，そのメタ・データを収録してきた．写真画像は
1200dpi で，tiff 形式で収録し，古文書部分の切り出しを行い，png 形式で保存した．35 ㎜フィ
ルム画像は，4,000dpi で収録し，オリジナルは tiff 形式，切り出し画像は png 形式で保存した．
印影画像の切り出しは，原文文字との重なりが多く，この問題の解決策を解決してから実施する
こととした．
・メタ・データについては，古文書の写真画像は 4,561 枚を，フィルム画像は 11,135 枚の分を
Excel 形式で作成した．
（２）Ajax(Asynchronous JavaScript + XML)技法の研究
Ajax 技法については，研究書籍を蒐集し，システムの試作とテストを行い，平成 18 年度の電
気関係学会北陸支部連合大会で，試作品の成果を発表した（P.2 参照）．
１）Ajax による古文書画像閲覧システム
２）Ajax による古文書向け文字検索支援ツール
３）Ajax による古文書データベース検索語類推支援ツール
（３）Ajax 技法による画像データベース検索システムの開発・構築・テスト
Ajax 技法による画像検索システムの要件定義ツールの設計，画像検索ツールの設計として，・
機能分割とモジュール設計，クラス，メソッドの設計，フレームワーク分析・設計，クラス・ラ
イブラリの活用設計を行い，非同期型 JavaScript, XML による画像検索ツールの開発を行い， 
「Ajax による古文書画像閲覧システム」を試作し，前述のとおり発表した．
このシステムでは，古文書画像１枚について，Ajax 技法を用いた上下左右の画面遷移なし移動
と，拡大縮小を行えるようにスライダーを設けた．
（４）日本現存朝鮮古書データベース DOKB への画像データ追加による DB の再編成
画像データベースのテーブル定義を中心とするシステム設計を行った．
（５）Ajax 技法による Unicode 漢字入力支援ツールの開発と実装
書誌情報検索入力画面の再設計・改良，Ajax による Unicode 漢字入力支援ツールの分析，設
計を行い，Unicode Consortium の Unihan Databse から Unicode ストローク・データ，コード・
ポイントなどのデータを取り込んでデータベースを作成，ベトナムで作成された，提供されてい
る Unicode フォント HAN NOM A，HAN NOM B を Download して，ツール開発の準備をし，）
Unicode 漢字入力支援ツールのコード開発・テストを行って，現行 DOKB システムへの実装を
行った．このツールは（２）のとおり，開発結果を学会発表した．
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（６）集部 3,000件の Shift-JISマスター・データの Unicodeへの変換作業
研究分担者の藤本から，京都大学学術出版会から刊行した「日本現存研究古刊本研究 集部」
の完全データを入手してもらって，原稿の追加削除などを調べることにしたが，使用した外字や
朝鮮固有文字約 1,000 字は全て Shift-JIS の下駄文字「〓」に化けたので，これを Unicode 変換
する作業を開始し，現行の DOKB マスター・データと「日本現存研究古刊本研究 集部」書籍，
今までの外字変換帳により，Unicode 対応テキスト・エディタ「秀丸」を使用して，下駄文字「〓」
の Unicode へ変換作業を行った．変換記録はすべて記帳し，約 50%のマスター・データの「日本
現存研究古刊本研究 集部」下駄文字「〓」を変換した．
（７）Ajaxによる検索語類推支援ツール，CJK用 IMEツールの研究，開発
Ajax による検索語類推支援ツールについては，DOKB マスター・データから一部の書名，撰
者名の検索語を抽出し，XML データベースを作成した．JavaScript と非同期 HTTP リクエスト
の使い方をテストしながら，試作品を作成し，最終的にはかな漢字変換を経由しないで，直接
Hepburn 式ローマ字を入力することによる，検索語類推支援ツールの試作品を作成した．この結
果は（２）のとおり開発結果を学会発表した．
なお，現行 DOKB システムへの実装は，Unicode による 3,000 件のマスター・データが完成
するのを待つこととした．
以上のように，Ajax 技術による 3 つのシステム／ツールについては，試作品を作成し，開発の
途中成果については，平成 18 年度の電気関係学会北陸支部連合大会に３件の発表を行った．
また，Java 版の DOKB 開発結果については，「Java フレームワークによる古文書データベー
ス・システムの開発」として，研究成果を 2006 年度の学術情報処理研究会で発表した．更に，
米国で開催の第 30 回 Unicode 国際会議に参加して，ＤＢシステムのレビューを行った．
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２.５ 平成１９年度以降の研究計画と方法
平成１９年度は，目標達成手順のうち，（８）～（11）を中心に，平成 18 年度の未完成課題と
ともに，以下の通り具体的に研究を進める．
２.５.１ 研究計画と方法
（１）画像データベース，刻手データベースと検索ツール，検索語推測システムの統合・テスト
１）画像データベース・システムを完成する．
２）刻手データベース・システムを完成する．
３）画像検索ツールを完成する．
４）検索語推測システムを完成する．
５）上記２つのシステムと 2 つのツールを統合するコードを開発する．
６）システムの統合テストを実施し，デバッグする．
（２）インターネット上に画像データベース・システムを公開テスト
１）インターネット上に画像データベース・システム移植し，テストする．
２）ユーザ ID，パスワードによる画像データベース・システムを公開テストにかける．
３）公開テストで見つかった不具合を修正する．
（３）国内，海外の研究者・利用者による検索システムのレビュー
１）国内の研究者に画像データベース・システムのレビューを受ける．
２）海外の研究者に検索語推測システムと合わせてレビューを受ける．
３）レビューを受けた結果，修正すべきところを修正する．
（４）学会，研究会にて成果を発表，正式公開，報告書作成
１）ＩＤ・パスワードなしで画像データベース・システムを公開する．
２）研究・開発の成果を学会，研究会で発表する．
３）研究・開発の成果を報告書としてまとめる．
（５）平成 18 年度の未完成課題
以下のうち，未完の課題．
１）刻手データの整備，印影画像と古文書の写真画像の入力，メタ・データの整備
２）Ajax(Asynchronous JavaScript + XML)技法の研究
３）Ajax 技法による画像データベース検索システムの開発・構築・テスト
４）日本現存朝鮮古書データベース DOKB への画像データ追加による DB の再編成
５）Ajax 技法による Unicode 漢字入力支援ツールの開発と実装
６）集部 3,000 件の Shift-JIS マスター・データの Unicode への変換作業
７）Ajax による検索語類推支援ツール，CJK 用 IME ツールの研究，開発
２.５.２ 経費と研究計画の関連性
（１）謝金
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１）刻手データ，印影画像，古文書写真画像の入力，メタ・データの付与する人の雇用経費．
２）Ajax 技法を使用して，画像データベース・システムの開発補助者の雇用経費．
３）Ajax 技法による検索語類推システムの開発補助者の雇用経費．
４）検索語のテスト，再検討，修正する人の雇用経費．
５）非同期型 JavaScript, XML による画像検索ツールの開発補助者の雇用経費．
・JavaScript, XML の各コード開発
・HTML, SQL，Java のコード開発
・検索の遷移画面，検索結果の PDF(Portable Document Format)形式表示画面の作成
（２）外国旅費
１）朝鮮関係古文書及び画像データベースを研究，開発，サービスしている韓国の研究者，研究
機関及び情報サービス機関を周り，画像検索システムの使い勝手に関するレビューを受ける．
２）研究の成果を海外の学会，国際会議等で発表する．
（３）国内旅費
１）古文書及び画像データベースを研究，開発，サービスしている国内の研究者，研究機関及び
情報サービス会社を周り，画像検索システムの使い勝手に関するレビューを受ける．
２）研究・開発の成果を学会，研究会で発表する．
（４）その他の経費
１）国際会議や学会の参加登録費．
２）研究成果報告書の印刷経費
（５）消耗品
１）データベースのデータ・バックアップ用保存ファイルの媒体購入費．
２.５.３ 分担者
分担者の藤本幸夫氏には，追加入力された画像データとメタ・データの提供を受け，画像検索
システム全体のレビュー，刻手データベース・システムのレビュー，提言をお願いする．
２.５.４ 平成 19 年度研究計画の修正
印影画像の切り出しと Ajax 用の画像の細分化の実施について，印影は原文画像との重なりが
多く，入力した原文画像からの切り出しが困難であること．絵画に多く押印されている印影につ
いては，逆に日本現存朝鮮古書との関連が困難なことが判明しため，原文画像から印影切り出し
の具体的方法が決まるまで，印影画像の切り出しを中止し，先ず，分担者の藤本が蓄積してきた
刻手名のデータベースを作成することとした．
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２.６ 平成１９年度の成果
（１）画像データベース，刻手データベースと検索ツール，検索語推測システムの統合・テスト
・画像データベース・システムは古書原文画像を対象に，引き続き Java Framework を使用して
コードの作成を行ってきた．ただし，完成するには至っていないが，システム開発工数の約７割
を終了した．
・刻手データベース・システムについては，JavaEE を使って開発をすすめ，Application Server
の Grass Fish を主体にして，JavaFramework JSF（Java Server Faces），EJB（Enterprise Java 
Beans），JPA（Java Perrsistence API）を使用して開発を終了した．
・画像検索ツールは画像データベース・システムと並行して開発中である．
・検索語推測システム＝検索語類推緒支援ツールの開発は，ツールは完成しているが，3,000 件
のマスター・データの Unicode 化完了を待って XML データベースを作成することとした．．
・Ajax 技法による Unicode 漢字入力支援ツールは完成したので現行の日本現存朝鮮古書データ
ベース・システム（DOKB）に組み込み，実際運用を開始した．
・現行 DOKB システムは，冊子目録の作成によってデータが S-JIS に逆戻りしたため，UTF-８
への変換を 100％完了し，再編成を待つ段階である．
以上，上記２つのシステムと 2 つのツールを統合は，現在も進行中である．
（２）インターネット上に画像データベース・システムを公開テスト
・インターネット上に画像データベース・システムの公開は，開発途上にあり，完成は次年度以
降になる．
（３）国内，海外の研究者・利用者による検索システムのレビュー
・Ajax 技法の有効性を探るため，第 31 回国際化 Unicode 会議に出席し，DOKB システムに関
するレビューと意見交換を行った．また，平成 19 年 12 月 13 日（木）～14 日（金）に，京大会
館で開催された「じんもんこん２００７（人文科学とコンピュータ・シンポジウム）」と，12 月
22 日（土）二松学舎大学九段キャンパスで開催された漢字情報処理研究会第 10 回大会に出席し，
画像データベース・システム，検索語類推支援ツールについて，レビューを受けた．
（４）学会，研究会にて成果を発表，正式公開，報告書作成
・刻手データベースは，分担者の意向もあり，ＩＤ・パスワード付で公開している．
・研究成果は「Ajax 技法による日本現存朝鮮古書 DB 入力支援と画像 DB システムの開発」とい
う論文を富山大学総合情報基盤センター広報 Vol.5 に公表した．
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３. システム開発結果
３．１ Ajax 技法による Unicode 漢字入力支援ツールの開発・実装
３.１.１ Unicode の必要性と現在の使用環境
事の発端は，日本現存朝鮮古書（集部）の書誌情報の冊子体目録と藤本氏の研究成果成果であ
る項目「研覈」を記載した「日本現存朝鮮本研究 集部」を刊行するにあたって，それまで蓄積
し，Unicode に変換してデータベース化してきた，DB のマスター・データに新たに約 400 件の
データが追加され，同時に既存のデータに更新・加除があり，Unicode 文字＝固有外字／朝鮮固
有文字は印刷メーカーで置換あるいは新規に作成され，固有コードが付けられて印刷された．そ
のため，最終編集されたマスター・データが筆者に提供されたときには，総て Shift-JIS コード
に逆戻りし，Unicode 文字で置換した固有外字／朝鮮固有文字は総て Shift-JIS の下駄文字「〓」
に置換されてしまった．最初の@99999 形式になっていれば，プログラムで変化することもでき
たが，印刷業者が未だに Unicode を使用していないことが，事の発端であり，我が国の文化の後
退をもたらしていると言っても，過言ではないと思う．
この Shift-JIS の下駄文字「〓」を Unicode に戻す変換作業をスムースにするため，このツー
ル「Unicode 漢字入力支援ツール」が作成されたといってよい．結果的には DOKB データベー
ス検索に利用すればより効率的であるので，DOKB の漢字入力の標準インターフェースとしてこ
のツールを実装することにした．
DOKB システムでは，古書の書誌情報を正確に提供するため，Unicode5.0 による国際符号化
文字集合 UCS（Universal Character Set）Transformation Set の 8 ビット符号化形式である
UTF-8（ユ ・ーティ・エフ・エイト）を使用している．現在，Unicode では BMP（Basic Multilingual 
Plane＝基本多言語面）に加え，コードの先頭が２XXXX で始まる CJK 統合漢字拡張 B （CJK 
Unified Ideographs Extension B）のコード U+20000～U+2A6DF が公開され，それを表示でき
るFirefoxなどのWeb Browserと，Viet Namで開発されたTrue Type Fonts HAN NOM A, HAN 
NOM B などが使用できるようになって，我々が使用している拡張漢字全 1,079 字のうち約 97%
が表示できるようになった．
その他の使用環境としては，テキスト・エディタの秀丸や日本語ワードプロセッサ一太郎 2007
などで，UTF-8 文字パレットが使用できるようになった．
しかしながら，その文字入力はかなり大変で，IME 上で一々探すのに時間を要し，この入力を
如何に迅速にするかを考えて，我々は Unicode 文字の入力支援ツールを開発し，DOKB 検索シ
ステムに実装した．
３.１.２ Unicode 漢字入力支援システム
DOKB 検索システムの画面上で，画面の遷移無しに Unicode 文字 を入力するには Ajax ツー
ルを使って，通常の IME の様に漢字の部首と画数で漢字を表示・検索し，該当文字をクリック
するだけで，検索語の入力域に文字が入力されるように設計した．開発手順は以下の通りである．
１）既定の 214 の部首ごとにコード・ポイントを収めた XML ファイルを作成する．
２）指定した部首の XML ファイルを非同期的に取得し，画数情報を解析する．
３）得られた画数情報から指定された画数の文字をブラウザに表示させる．
３.１.３ 部首 XML ファイル
部首用の XML ファイルは，214 の部首毎に用意しており，例えば部首「丨」の部であればフ
ァイル名「radical2.xml」として，コード・ポイント・ファイルを図 3.1.1 のように定義してい
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る． 
図 3.1.1 部首毎の CodePoint 用 XML ファイル定義
－17－
３.１.４ Unicode 漢字入力支援ツール
Ajax版Unicode漢字入力支援ツールは以下の様に試作し（図3.1.2），MS-IME 2003（図3.1.3），
MS-IME 2007（図 3.1.4）と比較してみれと，Unicode 第２面補助的表意文字面（Supplementary 
Ideographic Plane）の CJK 統合漢字拡張 B まで支援する有効さと，使い勝手の良さが理解でき
る． 
図 3.1.2 部首「丨」の全ての漢字を表示した例
図 3.1.3 MS-IME 2003 での部首「丨」での検索結果
－18－
図 3.1.4 MS-IME 2007 での部首「丨」での検索結果
ここでは，馬偏（画数 10）の Unicode文字で，以下の 2文字（偏以外の画数 20）を検索し（図
3.1.5），
U+9A6B U+299E2 
「驫」を検索エリア入力した所（図 3.1.6）と，これらの検索文字のコード・ポイント表示した画
面である（図 3.1.7）．実際の実装では，該当文字が多い場合，画面をスクロールしなければなら
ないので，図 3.1.8の様に 1行 10文字のみを表示し，画面表示の上に左右の→（矢印）マークを
付けて，複数行の表示に対応させている．
図 3.1.5 DOKB システムの実装した Unicode 漢字入力支援ツー
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図 3.1.6 部首（馬偏）のその他の画数 20 の文字
図 3.1.7 部首（馬偏）のコード・ポイント表示
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図 3.1.8 部首（馬偏）の複数行の場合 1 行 10 字表示
３.１.５ 利用者側の環境に依存する問題
この入力支援ツールを利用する場合は，予め Unicode の拡張 A，拡張 B のフォント（HAN 
NOMA，HAN NOM B など）をインストールしておく必要がある．また，Imternet Explorer
などの Web Browser では使用するフォントをブラウザ側で適切に設定を施す必要がある．
Browser Firefox は自動的にフォントを探してくれるので，設定する必要はない．
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３.２ 刻手名データベース検索システムの開発
３.２.１ 刻手名データベースとその必要性
本データベースは，分担者の元富山大学人文学部教授の藤本幸夫先生が，数十年にわたって「日
本現存朝鮮古刊本の調査とその語学的・書誌学的研究」をされ，平成１９年３月に出版された「朝
鮮朝刊本刻手名集（第二版）」に掲載されたマスター・データをデータベース化したものである．
藤本教授曰く「刻手名を有する書籍は必ずしも多くはないが，刻手名によって，ある書籍の刊
年と刊地を決定し得ることがある．どの地方で，どのような書籍が刊行されたかを知ることは，
出版文化を考える場合，極めて重要である．」と．
筆者らが進める，印影・写真画像による日本現存朝鮮古書の画像データベースとの連動が実現
すれば，原文画像と刻手名による古書の同定が進み，世界の各地に居ながら古文書の発掘，同定
及び内容に関する研究ができるようになる．
本刻手名データベースは，日本現存朝鮮古書データベースと対をなす基盤データベースであり，
今後，刻手名の画像や印影，古書原文画像データベースが加われば，古書研究に不可欠のものと
なる．
３.２.２ 刻手名データベースのテーブル定義
マスター・データのタグ番号と項目の関係を表 3.2.1 に示す． 
表 3.2.1 刻手名データベースの項目
タグ番号 項目の内容 Discription 
００ 排列（配列）番号 Sequencial Number 
０１ 書名・巻数・冊数 Title 
０２ 撰者 Author 
０３ 刊年 Year of Publishing 
０４ 刊地 Place of Publishing 
０５ 所蔵者 Owner 
０６ 版心部刻手名 Graver Name in Center of Mountain Fold 
０７ 刊記部刻手名 Graver Name in Description of Publisher 
※ ただし，該当項目未詳の場合は，その項目を省略する．
３.２.３ 刻手名データベースの開発環境
刻手名データベース検索システムは，JavaEE を使って開発をすすめ，Application Server の
Grass Fish を主体にして，JavaFramework JSF（Java Server Faces），EJB（Enterprise Java 
Beans），JPA（Java Perrsistence API）を使用して開発を終了した．
開発環境は Java Development Kit 6.0 と Ecripse 3.3 であり，Windows 2003 Server 上に
KOKUSHU というデータベースを提供している．
手名データベースは，最初にユーザ認証を行ってから，検索画面に入ることができるようにし
ている．
データベースは Postgre-SQL を使用し，文献参照番号（K5）の他はすべて TEXT 属性で定義
している．
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３.２.４ 刻手名データベース検索システム・ソフトウェア構成
３.２.５ 刻手名データベース検索システム・ソフトウェア構成部品
Software Components of KOKUSHU Database System
入力：検索語
出力：検索結果
Kokushu-webapp
Kokushu-ejb Kokushu-db
Apache Myfaces
Trinidad
Java Server Faces 1.2 :
Mojarra
Java Server Pages 2.1
Java Servlet 2.5 Enterprise JavaBeans 3.0
Java Persistance
API : Hibernate
Java Enterprise Edition 5 Application Server : GlassFish V2
Java Platform : Java Development Kit 6.0
OS : Windows Server 2003
Apache
Apache Myfaces
Tomahawk
KOKUSHU
DB
RDBMS
(PostgreSQL)Apache LuceneJava
Hibernate
Search
検索
（全文検索）
直接検索
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３.２.６ 刻手名データベース検索システム画面遷移
３.２.７ 刻手名データベースの操作
刻手名データベースは，最初にユーザ認証を行ってから，検索画面に入る．検索は一覧画面と
全文検索画面から検索することができる．
画面の操作は次ページ以降の画面説明（１）～（18）の通りである．
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（１）ユーザ認証画面
（２）朝鮮朝刊本刻手名データベース初期画面
ここで，この刻手名データベースの概要と必要性を記している．
検索を開始するには［閲覧］ボタンを押下する．
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（３）刻手名閲覧のための検索画面
ここで，すべてのデータを見るために［全てのデータを見る］ボタンを押下巣する．
（４）全収録データ一覧画面
画面右側のスライダーを操作して該当書名を探します．
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（５）一覧から書名「雲水壇謌詞」の詳細表示画面
（６）一覧から 1237 番目の書名「妙法蓮華經存卷七一冊」の詳細表示画面
刻手名にはすべてカタカナで読みを表記している．
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（７）一覧から 1238 番目の書名「名公妙選陸放翁詩集十卷後集八卷二冊」の詳細表示画面
表記の「Ｋ２０３３０１１」は記号印，「Ｈ２０３３０１２」はハングルの置換表記である．
（８）一覧表示の 20 番ブロックの表示画面
このように，最初へ，10 ページ前へ，前へ，･･･，次へ，10 ページ先へ，最後へと Jump 可能．
－28－
（９）キーワード検索画面
ここでは，AND 検索で「金剛」・「般若」を入力している．
（10）AND 検索「金剛」・「般若」で 39 件あったことの検索結果画面
上記赤丸表示が検索結果の件数で，その下が 39 件の一覧表示である．
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（11）AND 検索「金剛」・「般若」結果 39 件の続きを表示
（12）検索結果の中から書名「金剛般若波羅蜜經存後半部一冊」の詳細表示画面
版心部の刻手名の大部分は，「Ｈ１００７４０２」などのハングル表記である．
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（13）OR 検索で「大學」｜「大学」の入力画面
このような同一の新旧漢字も OR 検索することになる．
（14）OR 検索「大學」｜「大学」の結果表示画面
OR 検索「大學」｜「大学」で 14 件の該当書名があった．
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（15）OR 検索結果から書名「天地冥陽水陸齋儀纂要一卷一冊」の詳細表示画面
所蔵者が「復旦大学圖」＝復旦「大学」図書館になっている．
（16）OR 検索結果から 2 番目の書名「高峰和尚禪要一卷一冊」の詳細表示画面
所蔵者が「嶺南大學校中央圖」＝嶺南「大學」校中央図書館になっている．
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（17）その他の OR 検索「大學」｜「大学」結果一覧画面
書名に「大學」を含むものが大部分である．
（18）書名に「大學」を含む「大學或問一卷一冊」の詳細表示画面
一冊の書物が数多くの刻手によって彫られていることが示されている．＠５は旧字体漢字．
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３.３ Ajax 技法による原文画像データベース検索システムの開発
３.３.１ 古書高解像度原文画像配信の必要性と可能性
今日まで古書原文画像のインターネットによる配信では，高解像度画像データは大容量のため，
容量が限定された状態＝低解像度で，かつ，古書のページ単位で配信されてきていた．しかしな
がら，印影画像を伴う画像の分析や，角筆加点などの研究を進める上で，高解像度の原文画像の
配信サービスが必要不可欠となる．
インターネット上で，このような高解像度画像を配信すると，一度に通信するデータ量が膨大
なものとなる（図 3.3.1）．そのため，これまで Gigaview[4] や iPalletnexus[5] などのソフトウ
ェアが開発されてきた．これらは Web Browser の Plug-in や Stand-alone Application であり，
ユーザがインストール作業を行う必要があった．
そこで Google Maps[7]などで使用されている Ajax による画像の伝送システムを応用して，
DOKB のサブ・システムとして提供するため，古書原文画像閲覧システムを提案することとした．
この Ajax 技法の応用によってユーザのインストール作業がなくなり，また，特定の要件を満
たした Web Browser であれば簡単に動作するため，動作環境の制限も緩くなる．
図 3.3.1 左約 100KB（320×500px,PNG）を右側全体で約 12MB 高解像度(約 4500×7300px,PNG)
図 3.3.2 img 要素を格子状に配置
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図 3.3.3 全 img 要素の座標を移動
図 3.3.4 画像中央の「禮」を左へドラッグした例
図 3.3.5 画像を拡大し「禮」を左へドラッグした例
図 3.3.6 画像を更に拡大し「禮」を左上へドラッグした例
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３.３.２ Ajax による高解像度画像配信の方法
Ajax では，全体約 12MB の PNG 画像を各 40KB の 256×256px の画像に分割して img 要素
を作成し，格子状に並べる（図 3.3.2）．
必要な画像を非同期で配信する方法を採用する．カーソルの移動に応じて受信した画像を
Dynamic HTML で組み立て，Web ページを動的に書き換えている（図 3.3.3）．従って，画面の
遷移がない状態で画像の拡大縮小や上下左右の移動が，マウスのドラッグだけで可能となる．
３.３.３ 実装例
次の図 3.3.4～図 3.3.6 は，原文画像の「禮」という文字を左へドラッグし，順次拡大して画像
を移動したときの例である．このように高解像度画像を，画面遷移無しに自在に移動し，その詳
細画像を閲覧することができる．
３.３.４ メタ・データの定義
原文画像のメタ・データの項目定義は表 3.3.7 の通りである．ただし，開発中の検索システム
ではデータベースのテーブル定義がこの表と多少異なっている．今後，エンティティの正規化を
含め，定義の見直しが必要であると考えている．
表 3.3.7 原文画像メタ・データの項目定義
No. 項目の内容 Discription 
1 文書画像メタ・データ ID 番号 Document Image Metadata ID Number 
2 書名 Title 
3 撰者 Author 
4 版種 Kind of Engraving Cut 
5 刊者 Publisher 
6 刊年 Year of Publishing 
7 刊地 Place of Publishing 
8 書名カナ Title Katakana 
9 書名 Pinyin Title Pinyin 
10 書名（別名） Title（Alias）
11 書名（別名）カナ Title（Alias）Katakana 
12 書名（別名）Pinyin Title（Alias）Pinyin 
13 分類コード Category Code  
14 所蔵者コード Owner Code 
15 リザーブ１ Reserve-1 
16 リザーブ２ Reserve-2 
17 リザーブ３ Reserve-3 
※ ただし，該当項目未詳の場合は，その項目を省略する．
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原文画像データの登録項目の定義を表 3.3.8 に示す． 
表 3.3.8 原文画像データのテーブルの定義
No. 項目の内容 Discription 
1 画像参照番号 （F5） Reference Number 
2 資料ページ番号 （F3） Image Page Number  
3 文書画像メタ・データ ID 番号（F5） Document Image Metadata ID Number 
4 印影サイズ Seal Impression Image Size 
5 備考 Remarks 
6 印影画像ファイルへの相対パス Related Pass to Seal Impression Image File 
※ ただし，該当項目未詳の場合は，その項目を省略する．
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３.４ Ajax 技法による検索語類推入力支援ツールの開発
３.４.１ 検索語類推支援ツールの可能性
Google Suggest [6]では，検索したいキーワードを検索クエリ・ボックスに一字ずつ入力する
度に，検索語の類推機構が働き，キーワードの候補が表示され，利用者は該当候補一覧から該当
語を選択して入力することができる（図 3.4.1）．
この方法にヒントを得て，DOKB の書名や撰者名の検索語は有限であり，全てのキーワードを
DB 化して，利用者が検索語の一文字をインクレメンタルに入力する度にキーワードを類推表示
す
図 3.4.1 左は「ai」，右は「えいじゃ」で該当語を表示
れば，無駄な検索語の入力を排除し，検索語入力の迅速化を支援できる．ローマ字入力なら漢字
入力の国際化に対応できる．pinyin，Hepburn，McCune Reischauer などを使用できるように
すれば，DOKB の国際化を推進することができる．
だたし，キーワードの任意一致などの課題にも対応が不可欠で，解決すべき課題は多い． 
３.４.２ 検索語類推支援ツール構築手順
このツールは Ajax 技法を使用し，次の手順で構築する．
１）検索キーワードとして書名，撰者名を抽出．
２）カタカナをローマ字変換．
３）項目別 XML データベースの作成
・書名 XML ファイル
・撰者名 XML ファイル
４）検索語類推支援ツールの Ajax による作成
５）検索システムへのツールの組み込み 
当初，DOKB のマスター・データは，索引を作る目的で全ての書名，撰者名，人名などに読
みとしてカタカナを付加して入力している．
－38－
３.４.３ 項目別 XMLデータベースの作成
今回，ローマ字入力で書名，撰者名の類推支援をするための XML データベース項目を表 3.4.2
の様に定義し，XML ファイルを作成した．
具体的には図 3.4.3 が書名 XML ファイル，図 3.4.4 が撰者名 XML ファイルで定義例である．
表 3.4.2 XML ファイル項目
書名（漢字，Unicode）
書名（カタカナ）
書名（ローマ字：Hepburn）
書
名
項
目 書名インデックス（文書番号，予約）
撰者名（漢字，Unicode）
撰者名（カタカナ）
撰者名（ローマ字，Hepburn）
撰
者
名
項
目 撰者名インデックス（文書番号，予約＝将来使用予定）
図 3.4.3 書名 XML ファイルの定義例
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図 3.4.4 撰者名 XML ファイルの定義例
３.４.４ Ajax による検索語類推支援ツールの実装
Ajax による検索語類推支援ツールの組み込みには，XMLHttpRequest オブジェクトを使用する
が，IE（Internet Explorer）以外の Browser では使用に問題がないが，IE では図 3.4.5 に示す
ように Version の違いによって ActiveXObject を使い分ける必要がある．
図 3.4.5 XMLHttpRequest オブジェクトを使用例
図 3.4.6～7 では書名入力の類推支援ツールの試作品でのインクレメンタルなローマ字入力と
表示の違いを示しており，プルダウン・メニューの中から該当の書名をクリックすれば，検索語
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図 3.4.6 書名「is」を入力して候補を表示
図 3.4.7 書名「issa」を入力して候補を絞り表示
図 3.4.8 「一齋先生續集」をクリックして入力
入力域に該当書名のフル書名が入る（図 3.4.8）．撰者名の場合は図 3.4.9 のとおり同様に絞り
込むことができる．
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図 3.4.9 「anj」で撰者名「安純」を表示しクリック
３.４.５ ツールの問題点
この検索語類推支援ツールの問題点は，日本語入力における IME の仲介の扱い方とキーワー
ドの任意一致の扱いである．
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３.５ Ajax による CJK 用 IME ツールの開発
Ajax による汎用の IME ツールは，次の URL で提供されている．このツールにヒントを得て，
検索語類推支援ツールをリンクさせて，CJK 用の IME ツールとして完成させたい．
１）Ajax IME: Web-based Japanese Input Method http://ajaxime.chasen.org/ 
図 3.5.1 Ajax による IME ツールの例「Ajax IME: Web-based Japanese Input Method」
２）Ajax を使った 日本語 IME http://www.chasen.org/~taku/software/ajax/ime/ 
図 3.5.2 Ajax による日本語 IME ツールの例「Ajax を使った日本語 IME」
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３）Ajax を使った 日本語 IME + KWIC 
http://www.chasen.org/~taku/software/ajax/imekwic/ 
４）Ajax を使った手書き文字認識
図 3.5.3 Ajax による手書き IME ツールの例「Ajax を使った手書き文字認識」
この IME ツールが完成すれば，CJK 用に，中国に対しては Pinyin 方式，韓国に対しては
McCune Reischauer 方式，日本では Hepburn 方式などのローマ字入力により，CJK-Xterm エ
ミュレータのように，１字入力毎に検索語を推測していく機能を有する計画で，各国語専用の
IME（Input Method Editor:入力方式編集プログラム＝かな漢字変換などの事前処理プログラム）
が不要で，Unicode 漢字が入力できるようになる．
－44－
３.６ Ajax 技法による日本現存朝鮮古書印影画像データベース検索システムの開発
３.６.１ 原文画像データベース検索システムとの統合開発
印影画像は原文画像データベースの構造とほぼ同じであるため，原文画像データベースへ統合
することとして，開発を一本化した．
印影画像の切り出しは絵画の場合は問題がないが，蔵書印の場合は原文文字との重なりが多く，
印影を切り出しても，大部分は原文文字と重なり合っているため，正確な画像を切り出すことが
できない状況である．
次の画像は絵画や掛け軸の画像であり，印影の切り出しは絵画の Image-ID=70001_00.tif と書
画 Image-ID=70007_00.tif では印影と絵画や文字との重なりが無く，Image-ID=80062_00.tif 
の書画では印影と文字が重なりあっているため，正確な著者の印影の切り出しは困難を極める．
Image-ID=70001_00.tif Image-ID=70007_00.tif Image-ID=80062_00.tif 
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３.６.２ 所蔵印の切り出し対策
所蔵印については，下記の画像のとおり，印影の切り出しは更に困難であることが分かる．
Image-ID=30001_00.png 
－46－
Image-ID=30002_00.png 
以上の様な事情から，所蔵印の印影画像の切り出しは，解決策を模索中であり，対策が見つか
るまで開発を休止することとして，他に必要なデータベースの開発を優先することにした．
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４. 今後課題
今後の課題としては，現在画像毎に別々にある同一古書の数十～数百ページに及ぶ原文画像を
格子状に自動分割して連続配置するサブ・システムの構築，現 DOKB 検索システムとのこの古
書原文画像システムとの統合，原文画像のメタ・データからの検索システムの開発，そして研究
者向けには，必要な画像への付箋の添付と簡単な取り出し方法などの機能が必要と考えられる．
５. まとめ
筆者等はDOKB におけるUser Interfaceに画面遷移を伴わないAjax技法を使用した検索支援
ツールである Unicode 漢字入力支援ツール，検索語類推支援ツール，CJK 用 IME ツールと古書
原文画像・印影画像閲覧システム及び刻手名データベース検索システムの開発と実装を試みた．
いつの日かこのような Ajax 技法による「究極の古書原文画像と書誌情報を対象とする WebDB
情報システム」が登場するものと考えられる．
この中で，Unicode 漢字入力支援ツールは現行 DOKB システムへの実装を完了し，刻手名デ
ータベース検索システムは DOKB と独立に KOKUSHU システムとして完成し，提供するに至っ
た． 
検索語類推支援ツール，CJK 用 IME ツールと古書原文画像閲覧システム（印影画像データベ
ースを含む）は開発途上にあり，鋭意開発を継続中である．
今後の課題としては，(1) 原文画像とそのメタ・データの蓄積，DOKB 本体との連携統合，(2) 
原文画像の縮小拡大表示スライダーと表示画像切り出しと提供の方法，(3) 書誌情報検索結果の
PDF 表示，とりわけマスター・データの窃盗からの防衛方法付加，などである．なお，古書デー
タベースの Unicode 文字における欠字の問題は，Extension C の制定によって，ほぼ 100%が表
示できるようになると期待している[8]．
終わりに，この朝鮮古書の書誌情報 DB システムの完成によって，公開を待ち望む韓国をはじ
め，全世界の朝鮮及び朝鮮本の研究者が，世界に居ながら古書の発掘，同定及び内容に関する研
究が可能となることを確信する．
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資料一覧
［資料９－１］Ajax 技法による Unicode 漢字入力支援ツール開発ソース・コード
１）searchUnicode.js 
２）unisearch_cookie.js 
３）unisearch_dom.js 
４）unisearch_eve.js 
５）unisearch_gene.js 
６）unisearch_search.js 
７）searchcode.pl 
なお，Ajax対応 JavaScriptライブラリ prototype.jsを使用している．
［資料９－２］刻手名データベース検索システム開発ソース・コード
１）kokushu-db：刻手データを表すモジュール
２）kokushu-ejb：刻手データを検索・取得するモジュール
３）kokushu-indexer：刻手データベースから全文検索用のインデックスを作成するアプリ
ケーション
４）kokushu-webapp：刻手データを検索するウェブアプリケーション
５）kokushu-webapp-user-db：刻手データを検索するウェブアプリケーションの登録ユー
ザを表すモジュール
６）koiushu-webapp-user-manager：刻手データを検索するウェブアプリケーションの登録
ユーザを管理するアプリケーション
［資料９－３］印影・原文画像データベース検索システム開発ソース・コード（開発中のもの）
［資料９－４］古文書等印影データベースのデータ入力要領（2003.05.13 作成版）
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［資料９－１］Ajax 技法による Unicode 漢字入力支援ツール開発ソース・コード
１）searchUnicode.js 
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２）unisearch_cookie.js 
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（３）unisearch_dom.js
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－143－
－144－
－145－
－146－
（４）unisearch_eve.js
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（５）unisearch_gene.js
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（６）unisearch_search.js
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（７）searchcode.pl
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［資料９－２］刻手名データベース検索システム開発ソース・コード
１）kokushu-db：刻手データを表すモジュール
kokushu-db 
pom.xml 
 
src¥main 
 java¥jp¥ac¥u-toyama¥itc¥kokushu¥data 
 Kokushu.java 
 
src¥test 
 java¥jp¥ac¥u_toyama¥itc¥kokushu¥dao 
 Kokushu_Test.java 
 resources¥META-INF 
 persistence.xml 
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kokushu-db 
（１）pom.xml
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－163－
src¥main¥java¥jp¥ac¥u-toyama¥itc¥kokushu¥data
（１）Kokushu.java 
－164－
－165－
－166－
－167－
－168－
－169－
src¥test¥java¥jp¥ac¥u_toyama¥itc¥kokushu¥dao
（１）KokushuTest.java
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resources¥META-INF
（１）persistence.xml 
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２）kokushu-ejb：刻手データを検索・取得するモジュール
kokushu-ejb 
pom.xml 
 
src¥main 
 ¥java¥jp¥ac¥u_toyama¥itc¥kokushu¥business 
 ¥impl 
 KokushuViewerImpl.java 
 DataPage.java 
 KokushuViewer.java 
 PersistentUnitName.java 
 
¥resources¥META-INF 
 persistence.xml 
 
src¥test 
なし
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kokushu-ejb 
（１）pom.xml 
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src¥main¥java¥jp¥ac¥u_toyama¥itc¥kokushu¥business¥impl 
（１）KokushuViewerImpl.java 
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－177－
－178－
－179－
src¥main¥java¥jp¥ac¥u_toyama¥itc¥kokushu¥business
（１）DataPage.java 
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（２）KokushuViewer.java 
－182－
－183－
（３）PersistentUnitName.java 
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¥resources¥META-INF 
（１）persistence.xml 
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３）kokushu-indexer：刻手データベースから全文検索用のインデックスを作成する
アプリケーション
kokushu-indexer 
pom.xml 
 
¥src¥main 
¥assembly 
 bin.xml 
¥java¥jp¥ac¥u_toyama¥itc¥kokushu¥application¥indexer 
KokushuManualIndexer.java 
 ¥resources 
 commons-logging.properties 
 simplelog.properties 
 ¥script 
 kokushu-indexer.bat 
 
¥src test¥java 
なし
－186－
kokushu-indexer 
（１）pom.xml 
－187－
¥src¥main¥assembly 
（１）bin.xml 
－188－
¥java¥jp¥ac¥u_toyama¥itc¥kokushu¥application¥indexer 
（１）KokushuManualIndexer.java 
－189－
－190－
¥src¥main¥resources 
（１）commons-logging.properties 
（２）simplelog.properties 
¥src¥main¥script 
（１）kokushu-indexer.bat 
－191－
４）kokushu-webapp：刻手データを検索するウェブアプリケーション
kokushu-webapp  
pom.xml 
 
src¥main 
 ¥java¥jp¥ac¥u_toyama¥itc¥kokushu¥webapp 
 ¥catalogue 
 KokushuCataloguePage.java 
 KokushuDetailPage.java 
 ¥converter 
 EmptyStringConverter.java 
 ¥model 
 EmptyStringConverter.java 
 ¥search 
 Query.java 
 ¥resources  なし
¥webapp 
 ¥authentication 
 error.jsp 
 index.jsp 
 ¥catalogue 
 detail.jsp 
 index.jsp 
 ¥stylesheets 
 catalogue.css 
 catalogue.css.orig 
 common.css 
 detail.css 
 login.css 
 top.css 
 ¥WEB-INF 
 face-config.xml 
 sun-web.xml 
 web.xml 
 index2.jsp 
 index.jsp 
 main_page.jsp 
 
src¥test 
 ¥java¥jp¥ac¥u_toyama¥itc¥kokushu¥webapp¥search 
 QueryTest.java 
－192－
kokushu-webapp  
（１）pom.xml 
－193－
－194－
src¥main¥java¥jp¥ac¥u_toyama¥itc¥kokushu¥webapp¥catalogue 
（１）KokushuCataloguePage.java 
－195－
－196－
－197－
－198－
－199－
－200－
－201－
－202－
src¥main¥java¥jp¥ac¥u_toyama¥itc¥kokushu¥webapp¥catalogue 
（２）KokushuDetailPage.java 
－203－
－204－
¥java¥jp¥ac¥u_toyama¥itc¥kokushu¥converter 
（１）EmptyStringConverter.java 
－205－
¥java¥jp¥ac¥u_toyama¥itc¥kokushu¥model 
（１）EmptyStringConverter.java 
－206－
－207－
－208－
－209－
¥java¥jp¥ac¥u_toyama¥itc¥kokushu¥search 
（１）Query.java 
－210－
－211－
－212－
－213－
－214－
¥resources 
 なし
¥webapp¥authentication 
（１）error.jsp 
－215－
（２）index.jsp 
－216－
¥catalogue 
（１）detail.jsp 
－217－
－218－
（２）index.jsp 
－219－
－220－
－221－
¥stylesheets 
（１）catalogue.css 
－222－
－223－
（２）catalogue.css.orig 
－224－
－225－
（３）common.css 
－226－
－227－
（４）detail.css 
（５）index.jsp 
－228－
（６）login.css 
－229－
（７）styles.jsp 
（６）top.css 
－230－
¥WEB-INF 
（１）face-config.xml 
－231－
－232－
（２）sun-web.xml 
－233－
（３）web.xml 
－234－
－235－
src¥main¥java¥jp¥ac¥u_toyama¥itc¥kokushu¥webapp 
（１）index2.jsp 
－236－
（２）index.jsp 
（３）main_page.jsp 
－237－
src¥test¥java¥jp¥ac¥u_toyama¥itc¥kokushu¥webapp¥search 
（１）QueryTest.java 
－238－
－239－
５）kokushu-webapp-user-db：刻手データを検索するウェブアプリケーションの登録ユーザを
表すモジュール
kokushu-webapp-user-db 
pom.xml 
 
src¥main 
 ¥java¥jp¥ac¥u_toyama¥itc¥kokushu¥webapp¥user 
 Group.java 
 User.java 
 
src¥test 
 ¥java¥jp¥ac¥u_toyama¥itc¥kokushu¥webapp¥user 
 GroupTest.java 
 UserTest.java 
 
¥resources¥META-INF 
 persistence.xml 
 
－240－
kokushu-webapp-user-db 
（１）pom.xml 
－241－
－242－
src¥main¥java¥jp¥ac¥u_toyama¥itc¥kokushu¥webapp¥user 
（１）Group.java 
－243－
－244－
－245－
（２）User.java 
－246－
－247－
－248－
－249－
src¥test¥java¥jp¥ac¥u_toyama¥itc¥kokushu¥webapp¥user 
（１）GroupTest.java 
－250－
－251－
－252－
（２）UserTest.java 
－253－
－254－
－255－
¥resources¥META-INF 
（１）persistence.xml 
－256－
６）koiushu-webapp-user-manager：刻手データを検索するウェブアプリケーションの登録
ユー ザを管理するアプリケーション
koiushu-webapp-user-manager  
pom.xml 
 
¥src¥main 
¥assembly 
 bin.xml 
¥java¥jp¥ac¥u_toyama¥itc¥kokushu¥application¥usermanager 
AbstractKokushuUserDatabase.java 
KokushuUserDatabase.java 
UserManager.java 
 ¥resources 
 ¥META-INF 
 Persistence.xml 
commons-logging.properties 
 simplelog.properties 
 ¥script 
 kokushu-webapp-user-manager.bat 
 
¥src test 
¥java¥jp¥ac¥u_toyama¥itc¥kokushu¥application¥usermanager 
KokushuUserDatabaseTest.java 
¥resources 
 ¥META-INF 
 Persistence.xml 
simplelog.properties  
 
－257－
koiushu-webapp-user-manager  
（１）pom.xml 
－258－
¥src¥main¥assembly 
（１）bin.xml 
－259－
¥java¥jp¥ac¥u_toyama¥itc¥kokushu¥application¥usermanager 
（１）AbstractKokushuUserDatabase.java 
－260－
－261－
－262－
（２）KokushuUserDatabase.java 
－263－
－264－
－265－
（３）UserManager.java 
－266－
¥resources¥META-INF 
（１）Persistence.xml 
－267－
¥resources 
（１）commons-logging.properties 
（２）simplelog.properties 
¥script 
（１）kokushu-webapp-user-manager.bat 
－268－
¥src¥test¥java¥jp¥ac¥u_toyama¥itc¥kokushu¥application¥usermanager 
（１）KokushuUserDatabaseTest.java 
－269－
－270－
－271－
－272－
¥resources¥META-INF 
（１）Persistence.xml 
¥resources  
（１）simplelog.properties 
－273－
［資料９－３］印影・原文画像データベース検索システム開発ソース・コード
［ソフトウェア構成一覧］
tables.sql 
¥db¥dao 
 AbstractDAO.java 
 AppendixDAO.java 
 AuthorDAO.java 
 CategoryDAO.java 
 DocumentMetadataDAO.java 
 LibraryDAO.java 
 
¥db¥data 
 Appendix.java 
 Author.java 
 DocumentMetadata.java 
 
¥service¥reference 
 ¥impl 
 DocumentMetadataReferenceBean.java 
 DocumentMetadataReference.java 
 Limit.java 
 ReferenceView.java 
¥service¥storage 
 ¥impl 
 DocumentMetadataStorageBean.java 
 DocumentMetadataStorage.java 
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－281－
－282－
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－285－
［資料９－４］古文書等印影データベースのデータ入力要領
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